
６つの地域の公園ボードも大集合！

遊びに来
てね‼

遊びに来
てね‼ 子ども園長、　　 準備中‼

子ども園長、　　 準備中‼

※予備日：3/27（日）



二二

大・中・小公園の規模に応じた使い分け
公園ごとにテーマで特色づけ

グラウンドの分散利用（場所や時間での
使い分けや利用ルール）

小さな公園を、○○がてら使いやすい公園に。
（立ち寄りやすい雰囲気づくりとネットワーク）

利用者や利用内容に応じた
小さな公園の特化と使い分け

ボール遊び（ドッジボール等）が
できる公園の確保

ホームグラウンド感のある公園の活用
集まるきっかけになるコトが生まれるしくみ

「グリーンベルト」を中心に、公園・緑道・歩道・水路の
ネットワークと立ち寄りスポットで「健康あるき道」

小学校統廃合や団地建替えにあわせて、
中くらいの公園などの確保を。

大きな公園を、もっと使いやすく！
弁天池公園⇒一日居ても飽きない、大人も楽しめる公園
四宮公園⇒アクティブ・スポーツに特化

複数の小さな公園を活かして、
立ち寄り利用しやすく＋ネットワーク化。

公園とまちをひとつのエリアとしてとらえ、
公園の充実や、まち巡りができるように。

ボール遊びができる場所の確保と、親も協力
して学校開放などのしくみの検討を。

各地域で特徴的だった意見を、完成させた地域の公園ボードとともに整理しました。

※このほかにもたくさんのご意見をいただきましたが、ここでは他の地域とも
　比較して、特に各地域で特徴的だった意見について掲載しています。

市内で一番人が集まるエリアを、公園でイメー
ジアップ！誰でもやりたいことができる公園。

地域の人が利用しやすい公園、人が集まる
きっかけになるしかけづくりを！

広場のある公園を、子ども達が
のびのびと遊べる公園に。

大人や高齢者も散歩や休憩で利用しやすい公園に。
散歩道などのネットワークも大事（歩こう会）。

中くらいの公園の、広場の配置を再検討して、
ボール遊びができたり、特徴的な公園に！

小学校区ごとに、多様な遊びの場を確保。そのためにも、
ボール遊びなどに寛容な地域であることが大事！


